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～はじめまして言語聴覚士です～

　平成9年に言語聴覚士法が規定され、また一般社団法人大分
県言語聴覚士協会が設立され11年目を迎える中で、医療職に
対しての言語聴覚療法を行う我々言語聴覚士の認知度は定着
してきていると考えます。しかしながら世間的認知度としては、
「ことばや飲み込みのリハビリは誰がするの？」や「PT・OTは
知っているけど、STって？」など、まだまだ言語聴覚士の認知度
は低いように感じます。
　そこで私達、一般社団法人大分県言語聴覚士協会は、一般社
団法人日本言語聴覚士協会と共催し、県民への啓発活動として
「広く一般県民の皆さんに言語聴覚士を知ってもらう」を目的
に、平成２４年１０月２８日大分市ガレリア竹町帆船前広場での
オープンイベントを開催しました。　
　具体的な内容としては、ステージイベントを行いながら、相談
コーナー・体験コーナー・スタンプラリーを行いました。
　前日までの雨が嘘のように晴れわたり、行楽の秋・スポーツの
秋空の中、大分国際車いすマラソンのスタートと共に開会し、約
２０００名の一般県民にチラシや言語聴覚士のパンフレットを配
布しました。また、当協会からは学生含め約１００名参加し会を
盛り上げました。
　ステージイベントでは、地元大分県出身である、えとう窓口さ
ん（Ｗエンジン）をお招きし、「えとう窓口の言語聴覚士って？」と
銘打ち、日本言語聴覚士協会 深浦 順一会長と大分県言語聴覚
士協会 平岡 賢会長のＷ会長によるトークショーを行いました。
　トークショーでは、えとう窓口さんからの「言語聴覚士はどん
な仕事ですか？」・「全国にどれぐらいの言語聴覚士がいるので
すか？」といった疑問に、深浦会長がユーモアを交えながら丁寧
に答える姿に、会場からは笑いや拍手が起こり終始和やかな
ムードに包まれました。
　また、大分県言語障がい友の会「なし会」の会員の方による音
楽療法では、言語聴覚士と会場に訪れた多くの来場者が一体と
なって音楽療法を体験する場面や、大分言友会からは、体験談
の発表やダンスパフォーマンス、脳外傷友の会「おおいた」から
は、会員による音楽ライブが披露され、会場は大変盛り上がりを
みせるとともに、いろいろな障がいをもちながらも、さまざまな
ことにチャレンジをしている姿に、来場者から盛大な拍手をいた
だいたことが、何より嬉しい瞬間でした。
　相談コーナーでは、言語・聴覚・嚥下障がいを抱えている家族
の方や、将来、言語聴覚士になりたい高校生など、多くの相談を
受け当協会会員が対応し、相談を受けた会員にもとても良い経

験になりました。展示コーナーでもコミュニケーションエイドや
嚥下模型、嚥下食などに多くの質問や購入方法などの相談があ
り、改めて言語聴覚療法の必要性を感じました。
　また、体験コーナーでは、普段、私達が言語聴覚療法で行って
いるブローイング訓練や実用コミュニケーション訓練をゲーム
形式にアレンジし、子どもから大人まで楽しんで言語聴覚療法
を体験できる親子参加型にしたことで、親子の交流にも役立っ
たのではないかと思います。

　スタンプラリーでは、今回のイベントに合わせて登場した当
協会キャラクター「しゃべるん」を紹介しながら、参加者が相談
コーナー・体験コーナーに足を運ぶよう工夫しました。
　「広く一般県民の皆さんに言語聴覚士を知ってもらう」ことを
目的とした今回のイベントは、当日会場に足を運んだ県民の方
のみならず、開催前より地元メディアに取り上げられたこと、開
催後の地元紙での記事掲載、また地元番組（れじゃぐる：ＯＡＢ大
分朝日放送にて毎週土曜日午後12時より放送）のWエンジン
えとう窓口さんのコーナーでも、写真と共に言語聴覚士につい
て紹介してもらうなど、大分県の多くの方に「言語聴覚士」を
知ってもらうことができたと思います。
　今後も大分県言語聴覚士協会は、日本言語聴覚士協会及び
県医療福祉団体と共に地域に向け更なる情報発信し、地域リハ
ビリテーションに寄与できる医療専門職種団体として努力して
まいります。

一般社団法人大分県言語聴覚士協会　言語聴覚の日実行委員会　佐藤 俊彦
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山形県言語聴覚士会 10周年記念・言語聴覚の日特別講演　
山形県言語聴覚士会発足１０周年記念大会ならびに言語聴覚の日特別講演開催報告

　まだ残暑の残る平成２４年８月２５日（土）、山形県言語聴覚
士会発足１０周年記念大会ならびに言語聴覚の日特別講演会
を、山形ビックウィングにて開催しました。講演会には山形県言
語聴覚士会会員の他、県内の医療・福祉関係者や一般市民の
方々など約２５０名が足を運んでくださいました。会場には言
語聴覚士の仕事内容を紹介するブースを設け、言語聴覚士を
紹介するパネルの展示やDVDの放映を行いました。一般の参
加者には言語聴覚士や言語聴覚障害に対する理解を深めて頂
くため、高次脳機能障害や嚥下障害などをわかりやすく説明す
るパンフレットを山形県言語聴覚士会ロゴマーク入りのクリア
ファイルに入れ、配布しました。
　大会では日本言語聴覚士協会会長である深浦順一先生、社
会福祉法人浴風会　認知症介護研究・研修東京センター　名
誉センター長　聖マリアンナ医科大学特別顧問である長谷川
和夫先生にご講演いただきました。
　深浦先生には「言語聴覚士ってどんな仕事？」と題し、一般の
方々に広く知って頂けるよう言語聴覚士の仕事内容の紹介映
像や、言語聴覚士の歴史から現状までをわかりやすくご講演い
ただきました。
　長谷川先生には「認知症のご本人と介護家族を正しく理解
するために」というテーマで、先生が考案され広く医療機関で
使用されている長谷川式認知症スケールの正しい実施方法に
ついて解説をいただく事が出来ました。また、認知症の患者様
のケアについてその技法や環境、ケアのポイントなど、認知症
の患者様の視点に立ち、寄り添う心と新しい絆を作っていく事
の重要性を改めて学ぶ事が出来ました。

　講演会後には会場を移し、山形県言語聴覚士会発足１０周年
記念式典ならびに祝賀会が行われ、山形県言語聴覚士会会員、
ご来賓の方々など合わせて約７０名にご参加いただき盛大に
行われました。記念式典では深浦先生をはじめご来賓の方々か
らご祝辞を頂き、県士会発足から１０年、これまで山形県言語

聴覚士会の発展に多大なご尽力を頂いた先生方への花束贈
呈が行われました。その後の祝賀会では、山形の夏の風物詩
「花笠踊り」の披露や、ビンゴ大会など和やかな雰囲気で会を
終える事が出来ました。
　山形県言語聴覚士会は発足から１０年という節目の年を迎
え、改めて我々の役割を考え、会員同士の絆を深めると共に他
医療従事団体との連携を強化していく事、更には一般県民へ
の言語聴覚士・言語聴覚障害の啓発を目的とし、今大会を開催
致しました。講演会には数名ではありますが、高校生の姿も見
え、若い世代にも言語聴覚士という仕事があるという事を知っ
てくれている方がいる事をうれしく思いました。しかし、まだま
だ知名度は低いのが現状であり、今後ますますの啓発活動が
必要であると感じました。また、県内では言語聴覚士が配置さ
れている病院や施設も増えてきてはいるものの、まだ県内を
十分にカバーできているとは言えない状況です。今後も、この
ような活動を通し広く県民の方々に理解され、必要として頂け
るよう会員が一丸となって努力していきたいと思います。
全国的にも若い言語聴覚士が増えてきました。山形県も同じ
です。今回は若手メンバーが中心に企画したイベントでした。
活気がありチームワークもよく、楽しく準備もできたことは非
常に喜ばしいことであります。また当日も山形県の言語聴覚士
がこの企画の趣旨を理解し力を合わせたことが大成功に繋
がったと信じています。
　最後に、山形県言語聴覚士会発足１０周年記念大会ならびに
言語聴覚の日特別講演の開催につきましては、山形県士会の
実行委員の皆様はじめ、多くの皆様のご協力により大会を開催
する事が出来ました。ご協力ありがとうございました。高校生からの「ＳＴになるには？」 親子で体験コーナーに参加

脳外傷友の会によるライヴ

出演者・スタッフで集合写真

チラシです
（２０００枚配りました）

えとう窓口さんとＷ会長のトークショー

平成24年度　言語聴覚の日　
全国大会in大分
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